2012年5月7日

複合材料用原料樹脂ならびに複合材料の販売価格改定について
昭和電工株式会社（社長：市川 秀夫）は、原油価格の高騰にともない各種原料の価格が上昇していることから、次の複合材料用原料樹脂と複合材料の販売価格を次のとおり引き上げることを決定し、お客様との交渉を開始いたしました。
１．価格改定の内容

①値上げ幅

【複合材料用原料樹脂】

不飽和ポリエステル樹脂（商標名：リゴラック®）　　　　　　29円／kg

ビニルエステル樹脂（商標名：リポキシ®）スチレン系        31円／kg

ビニルエステル樹脂（商標名：リポキシ®）非スチレン系      41円／kg

【複合材料】

リゴラック®SMC(注1)                                     13円／kg

リゴラック®BMC(注2)                                     12円／kg

　（注1）SMC (Sheet Molding Compound)：樹脂にガラス繊維や各種添加剤を配合した板状の複合材料です。成形されてバスタブなどの住宅設備として使われます。
　（注2）BMC (Bulk Molding Compound)：塊状の複合材料です。成形されて自動車のランプリフレクターやハイブリッドカーで使われるモーター内部の封止材等に使われます。
②実施時期


2012年5月21日出荷分より

２．価格改定の背景

当社はこれまでも生産の効率化等コストダウンに努めてまいりましたが、原料市況の変動によるコストの上昇は、当社の努力のみでの吸収が困難であり、価格改定をお願いせざるを得ないという結論にいたりました。
以上

· お問い合わせ先　　IR・広報室
03－5470－3235
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